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第1回 気候変動を踏まえた土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会第1回 気候変動を踏まえた土佐湾沿岸海岸保全施設技術検討会



1出典：「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方提言【概要】 （令和2年7月）」
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年平均潮位 （1980年～） y = 0.001925x -2.774333 R2 = 0.218291
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年平均潮位 （1980年～） y = 0.004139x -6.544861 R2 = 0.786003

観測データに基づく高知県の主な検潮場における「年平均潮位」の変化状況の整理

■検潮場位置図

出典：海岸昇降検知センターHP

■高知県の主な検潮所（気象庁所管）における年平均潮位の経年変化

0.15m上昇

■高知県の主な検潮所（気象庁所管）において、1980年～2020年の観測値を基に算定した年平均潮位の変化は、高知
1.9mm/年、室戸岬9.2mm/年、土佐清水4.1mm/年の上昇傾向にあることが確認できる。

■年平均潮位のトレンドより、21世紀末（2100年）では、0.15～0.73mの海面上昇が想定される。

高知

室戸岬

土佐清水

0.73m上昇

0.33m上昇

2100年

検潮所移転

観測面変更

観測再開
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朔望平均満潮位（気象庁） （1988年～） y = 0.003418x -5.923504 R2 = 0.305475
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■高知検潮所の朔望平均満潮位は、3.4㎜/年（1988年～2020年の観測値を基に算定）の上昇傾向にあり、21世紀末
（2100年）では、0.34m上昇（2000年を起点）すると想定される。

■2000年を起点とした場合、2100年までの平均海面水位上昇量は0.41m(1996～2091年の上昇量0.39m×100年/96年）
と予測されており、高知検潮所における観測値の上昇傾向から想定される海面上昇量と同程度である。

現行計画の朔望平均満潮位

0.34m上昇

2057年
（事業完了）

■高知検潮所（気象庁所管）における朔望平均満潮位の経年変化

RCP2.6における
海面上昇量の範囲

0.41m上昇

△：1979年から2020年の高知検潮所の朔望平均満潮位
赤線：1988年から2020年までの朔望平均潮位の線形近似直線
緑線：「日本の気候変動2020」に示される20世紀末（1986～

2005 年の平均）から21世紀末（2081～2100年の平均）
ま で の 平 均 海 面 水 位 の 上 昇 量 （ 96 年 間 で
0.39m(RCP2.6)）を基にした、+4.1㎜/年となる直線
（1988年から2020年までの朔望平均潮位の線形近似直線
上の2000年の値T.P.0.91mを起点）

■検潮所位置図

2100年20世紀末（起点）

T.P. 0.91m

T.P. 1.32m

T.P. 1.25m

高知検潮所

観測データに基づく高知観測所における「朔望平均満潮位」の変化状況の整理
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検討事例

潮位偏差・波浪の検討方針 ＜検討事例①：「B-1全球気候モデル台風」の活用事例＞

出典：「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方検討委員会（令和2年6月23日開催） 資料5 気候変動を踏まえた海岸保全のあり方（参考資料）
p.68 国土交通省水管理・国土保全局海岸室」
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検討事例

潮位偏差・波浪の検討方針 ＜検討事例①：「B-1全球気候モデル台風」の活用事例＞

出典：「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方検討委員会（令和2年6月23日開催） 資料5 気候変動を踏まえた海岸保全のあり方（参考資料）
p.69 国土交通省水管理・国土保全局海岸室」



検討事例

6出典：「令和元年度 第1回 大阪府河川構造物等審議会（令和元年10月31日開催） 資料4 気候変動を踏まえた外力の検討方針 p.9」

潮位偏差・波浪の検討方針 ＜検討事例②：「A-1パラメトリック台風モデル」の活用事例＞



検討事例
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潮位偏差・波浪の検討方針 ＜検討事例②：「A-1パラメトリック台風モデル」の活用事例＞

出典：「令和元年度 第1回 大阪府河川構造物等審議会（令和元年10月31日開催） 資料4 気候変動を踏まえた外力の検討方針 p.10」



検討事例
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潮位偏差・波浪の検討方針 ＜検討事例②：「A-1パラメトリック台風モデル」の活用事例＞

出典：「令和元年度 第1回 大阪府河川構造物等審議会（令和元年10月31日開催） 資料4 気候変動を踏まえた外力の検討方針 p.11」



検討事例
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潮位偏差・波浪の検討方針 ＜検討事例②：「A-1パラメトリック台風モデル」の活用事例＞

出典：「令和元年度 第1回 大阪府河川構造物等審議会（令和元年10月31日開催） 資料4 気候変動を踏まえた外力の検討方針 p.13」


